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武蔵野美術大学  モリサワと共同で  

発達性ディスレクシアのフォント環境と社会課題を検証する  

産学共同研究を開始  

武 蔵 野美 術 大学（所 在地：東 京 都小 平市 /学 長：樺山 祐和 。以下 、本 学 ）は、本学 ソ ーシ ャル ク リエ イ

テ ィ ブ研 究 所 と 株式 会 社モ リサ ワ（ 所在 地：大 阪府 大阪 市 浪速 区 /代表 取 締役 社長：森 澤彰 彦 。以 下 、モ

リ サ ワ）が 、共 同で「 初等・中等 教育 機 関を 対象 と した個 別 最適 な 情報 取得 が でき るフ ォ ント 環境（ レイ

ア ウ ト環 境 ）が 整う 世 界の 検証 」 につ いて 研 究す ること に 合意 し まし た。  

 

本 共 同研 究 は、文字 文 化の 保全・発展 に資 す る活 動を支 援 する 一 般財 団法 人 森澤 信夫 記 念財 団の 協 賛を

受 け 、 本 学 造 形 構 想 学 部 ク リ エ イ テ ィ ブ イ ノ ベ ーシ ョン 学 科 /大 学 院 造 形 構 想 研 究 科 ク リ エ イ テ ィ ブ リ ー

ダ ー シッ プ コー ス を 中 心と した 教 員、大学 院 生、学 部生 、およ び 他大 学の 研 究者 やモ リ サワ のメ ン バー が

共 同 で行 い ます 。近年 、UD（ユ ニバ ー サル デザ イ ン）フ ォ ント の 利用 で読 み の速 度が 向 上す ると い うエ ビ

デ ン スか ら、発 達性 ディ ス レク シア（以 下、デ ィス レク シ ア）を含 む 児童・生 徒の 学 習環 境の 改 善な どが

期 待 され て いま す 。一 方で 、UD フ ォ ント の認 知 は一部 に 広が っ てい るも の の、教 育現 場で 使 いた い希 望

が あ って も 容易 に使 う こと がで き ない 組織 や シス テ ム上 の 問題 が 存在 して い ると の声 も 聞か れま す 。客 観

的 な 測定 が 難し いデ ィ スレ クシ ア は、そも そ も認 識され な いケ ー スも 多く 、また 、教 員 や学 校側 で も課 題

へ の 理解 が 進ん でい な い現 状が 見 受け られ ま す。  

本 共 同研 究 では 対象 者 を初 等・中等 教 育機 関（ 主に 小中 学 生）とし て、フ ォン トだ け でな く、対象 者 を

と り まく「す べて の 文字」につ い て考 え、文字 の読 み書 き に困 難 を抱 える 児 童・生 徒へ の 配慮 を社 会 が正

し く 用意 す るた めに 、教育 現場 の 課題 を明 確 にす る基礎 研 究（ ソ リュ ーシ ョ ンを 作る 前 の段 階）を 行い ま

す 。小中 学 校の 教員 へ のイ ンタ ビ ュー を行 い 分析 するこ と で、教 員の 意識 だ けで なく 、教員 の環 境 によ っ

て 起 こっ て いる 現象 を 明ら かに す ると とも に 、教 育現場 の 課題 解 決の ため の 方向 性を 、教員 の意 識 、体 制

へ の 働き か け、 保護 者 の意 識等 の 観点 を中 心 に明 らかに す るこ と を目 的と し てい ます 。  

な お 、本 研 究は 、東 京 工業 大学 野 原研 究室 お よび 株式会 社 コン セ ント の協 力 を得 て行 い ます 。  

 

発達性ディスレクシアとは  

知 能 の発 達 に遅 れが な いも のの 、文字 を素 早 く、正しく 読 むこ と に困 難の あ る学 習障 害 の症 状の 一 つで

す 。英 語 圏で は人 口 の 10〜 15%（※ 1）、日本 語 話 者 の場 合 は 5〜8％（ ※ 2）が デ ィス レク シ ア で ある と い



 

わ れ てい ま す。  

※ 1  Vellutino, F. R., & Fletcher, J . M. (2005). Developmental Dyslexia. In M. J . Snowling & C. Hulme (Eds.), The 

Science of Reading: A Handbook (pp.362 –378). Blackwell Publishing.(p. 363)  

※ 2  Uno, A., Wydell, T. N., Haruhara, N., Kaneko, M., & Shinya, N. (2009). Relationship Between 

Reading/Writing Skills and Cognitive Abilities amongJapanese Primary -school Children: Normal Readers Versus 

Poor Readers (Dyslexics). Reading and Writing, 22(7), 75 5–789. 

 

株式会社モリサワについて  

株 式 会 社 モ リサ ワ は 、大 阪 市 に本 社 を 置 くフ ォ ン トメー カ ー で す 。 Windows10 以 降 に 搭 載さ れ て いる  

BIZ UD フォ ント や UD デジ タル 教 科書 体な ど 、よ り多 く の人 に とっ て読 み やす く設 計 され た UD フ ォン

ト も 開 発 し て い ま す 。 2,000 書 体 以 上 が 使 え る フ ォ ン ト サ ブ ス ク リ プ シ ョ ン サ ー ビ ス Morisawa Fonts

（ https://morisawafonts.com/） や  Web フ ォ ン ト 、機 器 や ア プ リ ケ ー シ ョ ン へ の 組 込 み フ ォ ント な ど 、

利 用 環境 に 合わ せた フ ォン トサ ー ビス を提 供 して います 。  

 

一般財団法人森澤信夫記念財団について  

株 式 会 社 モ リ サ ワ を 創 業 し た 森 澤 信 夫 の 「 文 字を 通 じて 社 会 に 貢 献 す る 」 と い う 理 念 を 実 現 す る た め、

2023 年 2 月 に 設立 。「文 字 文化 の保 全 及び 継承 と 発展を 図 り 、そ れら を 担う 次世 代 の人 材を 育 成す ると と

も に 、福祉 、教育 、芸術 文 化、ス ポー ツ 、国 際交 流 、地 域 活性 化 等の 事業 へ の支 援 、助 成を 行 い、も って

社 会 の発 展 及び 国民 の 健康 ・福 祉 の向 上に 寄 与す ること 」 を目 的 とし てい ま す。  

 

武蔵野美術大学ソーシャルクリエイティブ研究所について  

武 蔵 野美 術 大学 は、社会 問 題の 解決 や 新た な人 類 価値の 創 出を 目 的と し、2019 年、武蔵 野美 術 大学 市ヶ

谷 キ ャン パ ス開 設と と もに 、ソ ー シャ ルク リ エイ ティブ 研 究所 （ RCSC） を設 立 しま した 。  

激 し い環 境 の変 化や 未 来が 予測 し づら い現 代 が抱 える課 題 を、企業 、地 域、行 政、教育 の壁 を 越え 、領

域 横 断的 に 取り 組み 、 ビジ ョン と プロ トタ イ プを 研究提 案 して い ます 。  

RCSC の 研 究 ビ ジ ョ ン と し て 、「 日 本 を デ ザ イ ン す る  Designing Japan」、「 こ れ か ら の デ ザ イ ン 教 育

Design Education for Everyone」、「 ライ フ スタ イル デザ イ ン  Designing the Future Life」の 3 つを 掲 げ、

多 数 の企 業 や自 治体 と の共 同研 究 に取 り組 ん でい ます。  

 

＜ 本 件に 関 する お問 い 合わ せ先 ＞   

武 蔵 野美 術 大学  市 ヶ 谷キ ャ ンパ ス事 務 室  

rcsc_staff@musabi.ac.jp 


